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石 川 県 に お け る 結 核 の 疫 学 的 研 究

その1結 核死亡率についての観察
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Part  I: Observation on the Mortality Rate from Tuberculosis
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(Received for publication January 28, 1966)

   Epidemic of tuberculosis in Japan started from Ishikawa Prefecture in the beginning of this 

century. Since then, Ishikawa Prefecture maintained the top rank of tuberculosis mortality 

rate among all prefectures in Japan until 1943, and since 1947, tuberculosis mortality rate  in. 

Ishikawa Prefecture fell down rapidly to the average level of Japan. 

   The author aimed to analyze the past and present status of tuberculosis in Ishikawa Prefec-

ture epidemiologically, and at first, analysis including cohort method was made on the tuber-

culosis mortality rate in Ishikawa by year, sex and age, comparing with those in whole Japan . 
   The results obtained are as follows. 

   1. The tuberculosis mortality rate in Ishikawa was high up to 1943, and the rate of 

female was always higher than that of male. The difference of the rates between both  sex 

was more marked in Ishikawa than in whole Japan. Since 1947, the tuberculosis mortality  rate 

in Ishikawa decreased rapidly to the average rate of whole Japan and the reduction of the  rate 

was particularly marked in female. 

   This fact suggests that in Ishikawa Prefecture the female had many disadvantages in. 
their circumstances until 1943, while the circumstances of female were improved  markedly-

since 1947. 

   2. Observation on age specific mortality rate from tuberculosis revealed that the rate  in_ 

childhood started to decrease since 1936 in Ishikawa, while in whole Japan, the rate  started' 

to decrease 3 years later than in Ishikawa. It should be noticed that BCG vaccination  and . 
chemotherapy were not introduced as yet when the mortality rate started to decrease . 

   This fact suggests that the herd immunity acquired through the epidemic of tuberculosis 

should be taken into consideration as one of major factors causing the decrease of the  mortality 

rate. 

   3. The tuberculosis mortality rate has been reducing in adolescence and increasing  in 

older age groups in the recent years. Analysis was made on the cause of this  phenomena . 
through the observation of the proportional tuberculosis mortality rate and that of age specific 

mortality rate by cohort method. 

   It was revealed that, as Frost already pointed out in 1939, the age which is most

* From the Department of Public Health, School of Medicine , Kanazawa University, Taka-
 ramachi, Kanazawa, Ishikawa, Japan.
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susceptiblefortuberculosishasbeenandisatpresentstilli漁adolescenceandpresenthigh

m・rtalityratein。1deragegr・upsistheresiduals・fhigherm。rtalityratewhentheywere

yGung・Itwasalsoassumedthatthemortalityrateofthegroupsreceivingthein伽enceof

chem・therapyc・ntinu・uslyfr・mthebirthw・uldsh・wthepeakinad・1escencebyc・h・rt

君nalysis.

4・ThetuberculosismortalityratehasrecentlybeenincreasinginIshikawa
,inyo縫nger

翁gegroupsbyc◎hortanalysis,andtheauth◎rwouldliketopointoutthatthepopularization

っfchemotherapyandgeneralcou箆termeasuresfortuberculosisarelesssatisfactoryinIshikawa

£omparingwiththeaveragelevelofJapanintherecentyears
.

緒 言

石川 県の結核死亡率は,か つて結核王国の異名を与え

られた ごと く大正末期 よ り第2次 大戦までの約20年 間

にわたつて,わ が国各都道府県中常に 首 位 を 占めてき

た。 しか し戦後は急速な低下 を示 して全 国平均に近づ き

つ つあ り,昭 和39年1)に は人 口10万 対結核死亡率27.7

で,全 国の各都道府県 中,高 いほ うよ り数 えて第16位

となつ てい る◎

著者は本県におけ る結核の推移 と現状に疫学的 な解析

を 行 な う目的で,ま ず結核死亡率について観察を試みた

の で,こ こにその成績の概要 を報 告す る。

研 究 方 法

研究資料 と して,結 核死亡について

・は ,帝 国死因統計,人 口動態統 計明治

36年 ～昭和37年(総 理府統 計局,厚

生 省統 計調査 部),石 川県衛 生 年報昭

和24年 ～38年(石 川県厚生部),結

核統計資料昭和26年(厚 生省統計調

査部)な どを利用 した◎

これ らの各種資料に よつて石 川県の

結 核死亡率お よび結核対総死亡比 の年

次推移 を全 国 と比較 す る と ともに,

性,年 令別 および 同年生れ群別に観察

した◎

研 究 成 績

1.総 死亡率,結 核 死亡率 および結

核対総死亡比 の年次推移(図1)

総死亡率は戦前,戦 後を通 じて全国

よ りも石川県が高 く,そ の開 きは戦後

い くぶん縮小 してい るが,結 核死亡率

においては,戦 前は全国 との開 きが総

死亡 率のそれ よりもかな り大 きかつた

に もか かわ らず,戦 後は急速 に低下 し

て全 国 とほぼ等 しくなつてい る。 したがつて結核対総死

亡比(総 死亡中に占める結核 死亡の割合)は 戦時中に逆

転 し,戦 後は全国 より低 くなつ ていて,本 県における結

核死亡率の著明な減少傾 向が全国平均を上 回わつ ている

ことを示 している。

2.性 別結核死亡率の年次推移(図2)

戦前は 男女 とも全国 よ り石川県のほ うが高率で,と く

に石川県の場合男女の開きの大 きかつ た ことが 目立つて

い るが,戦 後は男女 とも急速 に低下 し,ほ ぼ全 国平均 と

同 じ経過をた どつ ている。 また,全 国,石 川県 とも死亡

率減少の傾 向は男子 よ りも女子のほ うに強いが,と くに

注 目され るのは,全 国では昭和7年(1932)に 男女の結
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Fig.2.MortalityRatefromTuberculosisby

SexperiOO,000Population(1920～1963)
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核死亡率が逆転 してい るのに対 し,本 県 では逆転の時期

が昭和14年(1939)こ ろで全 国よ りも約7年 間遅 れて

いることであ る◎すなわち石川県 におい ては全国の場合

に比べて女子の結核死亡率 が高 く,か つその状態が長 く

継続するよ うな要因が存在 していた とい う こ と になろ

う。

3,性,年 令別結核死亡率お よび結核対総死亡比の年

次推移(図3～5)

戦前 の昭和13年(1938)お よび最近 の昭和38年(1963)

について性,年 令別結核死亡率 をみる と,両 年次 とも石

Fig.3.

1,000

川県は全国 とほぼ同 じ傾 向を示 してい るが,昭 和13

年には男子(図3a),女 子(図3b)と もその ピー

クを示す20才 前 後の年 令層 は全国 の場合に比べて

かな り高率 となつ ている。 また 昭和38年(1963)

は石川県,全 国の両者 とも青少年層の山が著明に減

少 し,高 年 令層は逆 に増加 レてい る。

また同 じ年 次につ いて性,年 令別結核対総死亡比

をみる と(図4ab),石 川県は全国 とほぼ同 じ傾向

を示 してお り両年次 とも年令別死亡率の場合 と違つ

て,き わめて似か よつた対数正規型の曲線を示 して

いるが,男 女 とも最近に ピークの年令の後退 してい

ることが注 目され る。

図5は 特定年令階級の結核死亡率を性別,年 次別

に石川 県 と全 国で比較 した ものであるが,こ れ をみ

る と戦前 は各年令階級 とも石川県が全 国 を 上 回 わ

り,と くに25才 未満 の若年層においてその開きが

大 きいが,戦 後は 男女 とも急速に低 下 して,全 国 と

ほぼ同一か,若 年層ではむ しろ全国を下回わ る傾 向

をみ せている。 なお ここで注 目すべき ことは,結 核

死 亡率 の最 も高かつた10～14才 階級の男女においては,

全 国が昭和14年(1939)こ ろ よ り下降傾 向を示 してい

るのに対 して,本 県ではそれ よ り数年 さきがけ て,昭 和

11年(1936)こ ろよ りその傾向が 始 まつ てい ることで

ある。

4.性 別,同 年生れ群別結核死亡率お よび結核対総死

亡比 の推移(表1～4,図6～9)

年令別にみた結核死亡率の推移 をさ らに くわ し く知 る

ために,昭 和38年(1963)の 年 令別結核死亡率を もと

に して5才 階級 ごとの同年生れ群(Cohort)の 結核死亡

MortalityRatefromTuberculosisbySexandAgeper100,000Population(1938,1963)
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Fig.4. ProportionalMortalityRateofTuberculosisbySexandAge
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Fig.6. CohortMortalityRatefromTuberculosisbySex

(Selected5-yearc◎horts)
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率 を遡 及的に観察 した。石川県では表1お よび図6a,c

に示す よ うに男女 とも昭和4～8年(1929～33)以 前に

生 れ た ものの死亡率はすべて年令 とともにいつたん上昇

し,15～19才 または20～24才 階級で ピークをな して以

後減少傾向をた どつてい る。 これ に 対 し て 昭和19年

く1944)以 後に生れた ものは男女 とも年令 ととも に 順調

に 下降 してい る。全国(表2お よび図6b,d)に つ いて

みて もほぼ同 じよ うな経過をた どることが認め られ た。

なお これ らの図を詳細にみ ると,石 川 県,全 国の男女

とも大正8～12年(1919～23)生 れ 群以前 の 年令群 で

は,ピ ークを示す青年期の結核死亡率はいずれ もほぼ 同

程度であ るのに,そ れ以後の年 令では死亡率 の開きが大

きくなつてい ることが印象的である。 また各年令群 とも

戦 時中の昭和18年 と終戦直後の昭和23年 に相 当す る時

期の死亡率が とくに高 くなつ ていて,各 同年生れ群結核

死亡率の比較 的規則正 しい形 を乱 している。

次 に石川 県 と全 国につ いて個 々の同年生れ群の結核死

亡 率を比較 してみる と,図7に 示す よ うに大正8～12年

《1919～23)生 れ群 以前 の群 では,男 女 とも 石川県は青

少年時 代の死亡率が全国 よ り高 く,高 年になつてか らの

死亡率 は全 国 とあま り変わつ てい ない。 また 昭和14～

ユ8年(1939～43)生 れ群では,全 国 が 年令 とともに下
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降 を続 けるのに対 し,石 川県 は15～19才 で男女 とも再

び上昇傾 向に転 じてい ることが注 目され る。

同年生れ群別結核対総死亡比は表3,4お よび図8に

示す よ うに,石 川県,全 国 とも男子(図8a・b)で は大

正8～12年(1919～23)生 れ以前の群はいずれ も年令と

ともに死亡率が上昇 し,20～24才 または25～29才 でピ

ークをな し以後低下 している。女子(図8c,d)も ほぼ

同 じよ うな経過をた どつているが ピー クは男子 よりも早

く,15～19才 また は20～24才 となつ ている。それ以後

の同年生れ群では ピークの年令が若年側 にずれ てお り,

昭和14～18年(1939～43)生 れ群 では男子5～9才,女

子10～14才,昭 和24～28年(1949～53)生 れ群では男

女 とも5～9才 へ と移行 してい る。各 同年生れ群にっい

て全 国,石 川県を比較 してみ ると(図9),同 年 生 れ群

別結核死亡率の場合 と異な りほぼ一致 した一一峰性の対数

正規型 曲線を示すが,昭 和14～18年(1939～43)生 れ

群の女子は,全 国では10～14才 以後低下の一 途をたど

つ てい るのに対 し,石 川 県では20～24才 で再び上昇 し

てい る。

考 案

石川県の結核 死亡率が全 国の場合 と同様 戦後急速に低

下 してきた ことは事実 であるが,結 核対総死亡比の推移

か らみても〆戦前か ら戦後にかけ ての石川県 の結核減少

率 が全 国平均を上 回わつ てい る ことは 明 らか といつてよ

い。 その原 因については第2報 で詳細 に検討す る予定で

あるが,重 松 ら2)3)も指摘 している ように,集 団免疫 の

獲 得 といつた宿主側の要因 と生活環境 の改善や結核対策

の滲透 といった環境側の条件が考慮 され なければな らな

いo

この点石川県の結核死亡率を性別にみて,大 正時代 よ

り第2次 大戦 まで男女の開 きが全国平均 よ りかな り大 き

く,ま た男子の死亡率が女子を凌駕す る時期が全国よ り

7年 間 も遅 れてい ることは石川県の結核の一つの特徴を

示す ものでそれだけ女子に不利な条件が多かつた とい う

ことであろ う。

高崎4>は 戦後数年 間における石川県の結核の推移を検

討 して,青 壮年層におけ る結核の減少は女子 よ り男子に

著明である と述べてい るが,最 近までの観察では図2で

も分かる よ うに,む しろ女子の減 少率が大であつて,男

女の開きはます ます 大き くなつ ている。 この意味では戦

後は逆 に女子に有利 な条件 が多かつた と い う こ とにな

る◎

年 令別結核死亡率の推 移をみ ると少年 層では死亡率 の

下降傾向が化学療 法やBCGの 出現す る以前であ る昭和
　

14年(1939)か ら始 まつ てい る ことはす でに平 山5),佐

分利6)の 指摘 している ところであるが,石 川県の場合,

少年層の下降傾向が男女 とも昭和11年(1936)こ ろと
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全 国よりも約3年 もさきがけて開始され ている ことは興

味 が深い。石川県はわが国で も最初に結核 の流行 が発生

した地域 であ り,戦 前は結核王国の異名を与 え られ る ぐ

ちい結核流行の激 しかつた地域であ るだけに,全 国 より

はや く集団免疫 を獲得 した とすれば,結 核の減少がそれ

だけはや く起 こつても不思議ではない。ちなみに石川 県

=が結核予防特別指定県7)と して活発な予防活動を開始 し

たのは昭和16年(1941)か らであ る。

結核死亡率を年 令別 にみて,最 近は青年層の山が消え

ざ 高年層に増加傾向のみ られ る ことは周知の とお りであ

り,こ の点は石川県 も全国 とその軌 を一 に してい る◎ し

か し重松8)が 試みてい るよ うに,結 核対総死亡比でみ る

と戦前 も最近 も同様に青壮年層に山を もつ一峰性 の対数

正規型 曲線を示 してお り,し か も石川県 と全国でほ とん

ど差は認め られない。すなわち高年令層の死亡率が高い

のは結核 のみに特異な現象ではな く,こ の年令層はすべ

ての疾病 に対 して抵抗力が弱いためであつ て,結 核に対

して危険 な年令は昔 もい まも青壮年層である ことを示 し

ている。た だ し年令別結核対総死亡比の ピークが戦前に

比ぺて高い年令層 のほ うにずれてい るのは青年 層に事故

死が増加 した ことも一つの原因ではあるが,こ のほかに

化学療法の影響 や,感 染年令のずれ,感 染か ら発病 まで

の期間 と発病 か ら死亡 までの期間の延長な どを考えねぽ

な るまい。

かつてFrost9)は この現象を同年生れ群(C◎hort)別

に観察す ることに よつて見事 に説 明 した。すなわち各同
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年生れ群 とも結核死亡率の ピークを示 すのはいずれ も一

致 して乳幼児期 と青年期であ り,現 在高年 令層の死亡率

が高いのは,結 核死亡率の減少時期にみ られ る一時的現

象 と考 えたのであ る。

わが国の結核死亡率については同様の分析 を 重松2),

田中lo),佐 分利6)ら も行なつているが,著 者 も全国お よ

び石川県の結核 死亡率 について同年生れ群別 の観察を試

みた。 これ に よる と少 な くとも中年以後 の年令層につい

ては,Frostの 指摘 した よ うに青年期に一致 して ピーク

を認 めた。 しか し化学療法剤 出現後に青年期を迎えた年

令群 では青年期の 山は くずれ ていた◎ これは化学療法の

影響が途 中か ら加わつたためで,こ の影響が出生後 コン

スタン トに加わ る年令群では再び青年期に ピークを作 る

もの と推察 され る◎

また同年生れ群別結核死亡率お よび同結核対総死亡比

に よる観察では全国の昭和14～18年 生れ群は 男女 とも

年 令 とともに下降を続 けているのに対 して,石 川県の同

年 令群 では15～19才 の時点 で上昇に転 じてい る◎ この

ことは本県 では化学療 法や予防対策の実施が全国の場合

ほ どには継続的効果を発揮 していない ことを意味 してお

り,今 後十分の警戒を要す る点 といえ よ う。

総括な らびに結論

結 核 第41巻 第4号

著 老は石川県の結核 を疫学的に研究す る 目的 でまず結

核 死亡率 を指標 として検 討を試 みた。その結果を総括な

らびに結論す る と次 の とお りである。

1.石 川 県の結核 は戦 前高率で しか も男女の開 きは全

国平均に比べ てか な り大 き く,全 国 よ り約7年 遅れて昭

和14年 ころに 男子が女 子を凌 駕 してい る。戦後は結核

死亡率の減少が急速でほ ぼ全 国平均 なみ となつたが,と

くに女子 の減少率が大 である◎ この ことは石川県では戦

前は と くに女子に不利 な条件が 多 く,戦 後は逆に女子の

条件が有利になつた ことを意味 している。

2.結 核死亡率 の推移 を年令別 に検討 した結果,全 国

的には少年層が昭和14年 ころか ら減 少傾 向をみせてい

るのに対 し,石 川県ではそれ よ り約3年 はや く減少を開

始 してい ることが判 明 した。 これ らの減少 開始時期はも

ち ろんBCGや 化学療法の 出現以前に あた るわけで,こ

の点結核流行の経過に よる集団免疫 の存在 も考慮する必

要のあ ることを示 してい る。

3.最 近におけ る青年期結核死亡率 の減少 と高年令層

結核死亡率増加の原因を結核対総死亡比お よび同年生れ.

群別の観察に よつて検討 した。その結果Frostの 指摘 し

てい るごとく結核に対 して危険な年令は今 日で も依然 と

して青年期であ り,老 人層が高結核死亡率を示す のは,

その人たちの若か りしころの高い死亡率の名残 りである

ことが示 された。そ して生後す ぐよ り化学療法の影響を

受けてい る年令群 では,再 び青 年期に ピークを示す死亡

率曲線にな るもの と推 定 した。

4.ま た同上の分析 に よつて石川県では化学療 法や結

核 対策の実施が全 国ほ どには効果 を示 していない事実を

指 摘 して今後の警戒 を促 した。

終 りに ご指導 とこ校 閲を賜わ つた重 松逸 造教授 と石Jll

県 の資料収集 に関 して ご便宜 をいた だいた 同県厚生部加

納秀雄,稲 木公彦両博士 に感謝 します。(本 報告の一部

は第18回 日本公衆衛生学会総会に発表 した。)
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